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臨
時
議
会
・
補
正
予
算

６
月
議
会
採
決
結
果

請
願
・
討
論

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問
～
町
政
を
問
う

臨
時
議
会
・
補
正
予
算

　
補
正
額 

１
億
９
，
５
１
７
万
円

　
総
　
額 

８
４
億
７
，
０
１
９
万
円

歳 

出
　
基
金
積
立
金 

１
億
７
５
２
万
円

　
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
運
営
基

　

金
積
立
金 

△
１
，
５
０
０
万
円

　
病
院
補
助
金 

１
億
３
７
万
円

　
補
正
額 

１
億
５
，
７
４
９
万
円

　
総
　
額 

７
３
億
５
，
３
０
３
万
円

歳 

入
　
国
庫
支
出
金 

５
，
３
６
０
万
円

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
や
コ
ロ
ナ

関
連
子
育
て
生
活
支
援
へ
の
負

担
金
や
補
助
金
、
コ
ロ
ナ
対
応

臨
時
交
付
金
な
ど

　
県
支
出
金 

６
７
万
円

　
繰
入
金 

１
，
３
１
３
万
円

ふ
る
さ
と
支
援
町
づ
く
り
基
金
か
ら

前
年
度
繰
越
金 

４
，
５
３
８
万
円

　
諸
収
入 

４
，
４
６
９
万
円

医
学
生
修
学
貸
付
金
返
還
、
建

物
豪
雪
災
害
共
済
金
な
ど

歳 

出
　
施
策
の
主
な
項
目

総
務
費

　
文
書
広
報
費 

５
５
１
万
円

　

庁
舎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
更
新

　
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
整
備
費 

 

１
７
１
万
円

　

雪
害
リ
フ
ト
乗
場
修
繕

　
補
正
額 

９
，
９
６
８
万
円

　
補
正
額 

７
８
６
万
円

　
総
　
額 

７
０
億
９
，
５
８
６
万
円

歳 

出高
齢
施
設
新
規
入
所
者
ウ
イ
ル

ス
検
査
、
温
浴
施
設
体
質
強
化

事
業
補
助
な
ど

令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算 

第
１
号

令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算 

第
２
号

第
２
回
臨
時
議
会

第
２
回
定
例
会

第
３
回
臨
時
議
会

【
令
和
３
年
３
月
30
日
開
会
】

【
令
和
３
年
４
月
23
日
開
会
】

　
総
　
額 

７
１
億
９
，
５
５
４
万
円

歳 

入
　
国
庫
支
出
金 

８
，
８
０
２
万
円

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
、
コ
ロ
ナ

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど

　
県
支
出
金 

２
０
万
円

　
前
年
度
繰
越
金 

１
，
１
４
５
万
円

歳 

出
総
務
費

　
電
算
処
理
費 

７
６
７
万
円

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど

衛
生
費

　
健
康
増
進
費 

４
５
０
万
円

　
　

新
生
児
特
別
定
額
給
付

　
予
防
費 

２
，
０
０
７
万
円

ワ
ク
チ
ン
接
種
人
件
費
、
管
理
、

備
品
、
接
種
者
輸
送
な
ど

農
林
水
産
事
業
費

　
農
業
振
興
費 

２
，
３
６
４
万
円

新
規
就
農
者
滞
在
施
設
改
修
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
販
売
や

通
販
サ
イ
ト
の
整
備
補
助

商
工
費

　
商
工
振
興
費 

２
，
３
４
０
万
円

飲
食
・
宿
泊
業
等
経
営
安
定
化
給

付
金
、
事
業
者
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
支
援

　
観
光
費 

６
０
０
万
円

　

観
光
情
報
ペ
ー
ジ
等
の
改
修

教
育
費

　
小
・
中
学
校
費 
１
，
３
７
７
万
円

小
学
校
エ
ア
コ
ン
、
電
子
黒
板
、

中
学
校
大
型
フ
ァ
ン
導
入
な
ど

　新型コロナウイルス感染症対策として都市部では緊急事態宣言がくり返され、再び感染者が
増加傾向となっています。東京オリンピックを間近に控え、多くの国民が不安に思っていると
ころです。津南町では４月下旬に感染者が多く発生しましたが、このところ感染者「０」が続
いており、希望する高齢者へのワクチン接種も７月末までに終了する予定で、町民の皆様もホッ
としているところではないでしょうか。
　さて、６月定例議会では、このコロナ感染症のワクチン接種と感染対策、経済対策について
多くの議員が集中的に一般質問を行い、活発な議論を交わしました。
　また、予算面ではコロナ対応で緊急に執行の必要のあった専決処分の補正予算を承認し、議
案10件も合わせて可決しました。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

第
３
号
専
決
・
第
４
号　
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工
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費
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・
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認
証
制
度
設
備
補
助
な
ど

　
観
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費 

８
１
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万
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業
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、
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、
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な
ど
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設
修
繕

土
木
費

　
道
路
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梁
費 
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８
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円
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修
繕
、
消
雪
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助

教
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費

　
総
合
セ
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タ
ー
管
理
費 
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３
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万
円

　

体
育
館
照
明
昇
降
器
修
繕

　
保
健
体
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費 

６
０
３
万
円

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
屋
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・
カ
ガ

ン
ポ
ー
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報
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器
修
繕
な
ど
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護
保
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特
別
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計
（
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額 

２
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円

　
総
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，
３
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○
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水
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業
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１
，
４
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水
化
計
画
策
定
事
業

　
総
　
額 

６
億
３
，
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万
円

○
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業
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（
第
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  〈
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正
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７
３
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万
円

　
総
　
額 

１
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億
７
，
１
４
８
万
円
他

令和３年 第２回津南町議会定例会 議決の結果

議案番号 件　　　　　名 議決年月日 議決の結果

承認第  ５  号 専決処分の承認について
（令和３年度津南町一般会計補正予算（第３号）） 令和３年６月 18 日 承認

承認第  ６  号 専決処分の承認について
（令和３年度津南町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）） 令和３年６月 18 日 承認

議案第 32 号 津南町新型コロナウイルス感染症防疫等作業に係る特殊勤務
手当の特例に関する条例の制定について 令和３年６月 18 日 原案可決

議案第 33 号 津南町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 令和３年６月 18 日 原案可決

議案第 34 号 津南町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 令和３年６月 18 日 原案可決

議案第 35 号 津南町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 令和３年６月 18 日 原案可決

議案第 36 号 財産の取得について（除雪タイヤドーザ） 令和３年６月 18 日 原案可決

議案第 37 号 工事請負契約の締結について（津南町埋蔵文化財センター改築工事） 令和３年６月 18 日 原案可決

議案第 38 号 令和３年度津南町一般会計補正予算（第４号） 令和３年６月 18 日 原案可決

議案第 39 号 令和３年度津南町介護保険特別会計補正予算（第１号） 令和３年６月 18 日 原案可決

議案第 40 号 令和３年度津南町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 令和３年６月 18 日 原案可決

議案第 41 号 令和３年度津南町病院事業会計補正予算（第１号） 令和３年６月 18 日 原案可決

発議案第  ２  号 津南町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 令和３年６月 18 日 原案可決

請願第  １  号 津南町議会議場に国旗の掲揚を求める請願 令和３年６月 18 日 採択
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問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
。
受
付
予

約
時
の
ト
ラ
ブ
ル
、
町
民
の
不
平
不

満
の
解
消
と
今
後
の
予
約
方
法
は
。

町
長 

電
話
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

開
始
時
間
の
ズ
レ
に
よ
る
事
務
的
な

ミ
ス
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
り
、
次
の

接
種
予
約
は
電
話
と
ネ
ッ
ト
を
同
時

間
に
開
始
し
た
。
一
日
の
接
種
回

数
を
増
や
し
接
種
を
加
速
さ
せ
る
。

問 

「
希
望
と
愛
、
参
加
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る

公
約
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
い
る

が
取
組
の
優
先
は
。

町
長 

社
会
全
体
の
先
行
き
が
見

通
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。
町
民
が

受
け
た
影
響
、
衝
撃
を
し
っ
か
り

と
捉
え
、
安
心
を
担
保
す
る
医
療

介
護
や
子
育
て
教
育
と
いっ
た
社
会

保
障
的
な
政
策
を
と
り
な
が
ら
、

産
業
面
で
も
前
に
進
め
て
い
く
。

問 

教
育
長
の
座
右
の
銘
は
。日
々

の
教
育
の
中
で
、
ど
う
生
か
し
て

い
く
か
。

教
育
長 

「
継
続
は
力
な
り
」
を
大

切
に
取
り
組
ん
で
き
た
。「
為
せ

ば
成
る 

為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事

も 

成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な
り

け
り
」
を
合
わ
せ
て
考
え
て
い

る
。
ま
ず
は
目
的
を
決
め
手
段
を

考
え
継
続
的
に
や
っ
て
み
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。

問 

上
郷
小
学
校
、
芦
ヶ
崎
小
学

校
統
合
の
取
組
は
。

教
育
長 

現
状
を
確
認
し
な
が
ら

保
護
者
、
地
域
の
意
見
を
聞
い
て

い
く
。

一
般
質
問 

（
10
議
員
）

5
小木曽茂子議員（６ページ）
１. 足滝地区の集団移転希望に関する町の見解は

２. 空き家の管理、活用の推進について

３. 予算付けされた第２の障がい者用グループホー

　 ム建設について

8

桒原洋子 議員（８ページ）

１. ワクチン接種と予約方法の改善策を問う
２. 大規模な PCR 検査を文字通り実行し感染を封じ込めること
３. 国保料の子どもの均等割負担軽減を
４. 地域医療を守り医療に手厚い町政へ
５. 保育園の感染症対策は万全か

2
久保田等 議員（５ページ）

１. 雇用の拡大について

２. 地域活性化企業人制度と地域おこし協力隊の採用の

検討について

３. 婚活支援対策について

7
桑原義信 議員（７ページ）

１. 米対策について
２. コロナ禍中小企業支援について
３. 公共施設登録料有料化について
４. 町民検診・人間ドックについて

1
草津　進 議員（４ページ）

１. 新型コロナウイルス感染症対策室の対応と対策

　 について

２. 津南町教育水準向上について

4
関谷一男 議員（６ページ）

１. コロナウイルスワクチン接種と今後について

２. 変異ウイルスについて

10
石田タマヱ議員（９ページ）
１. 保育園建設の進捗状況及び今後のスケジュールについて
２. 津南中等教育学校の方向性及び支援策について
３. 新型コロナウイルス感染症対応について

3
筒井秀樹 議員（５ページ）

１. コロナワクチン接種と経済再生に向けた出口戦略

　 について

２. 雪害等による町内の倒木や森林整備の今後について

9
村山道明 議員（８ページ）

１. 新型コロナワクチン未接種者の不当差別について
２. ひまわり保育園増築について
３. 冬期間の雪捨て場確保について
４. 町道、農道路線について

6
恩田　稔 議員（７ページ）

１. 新型コロナ感染対策店「認証」について
２. 津南町飲食店等経営安定化支援事業給付金事業
　 の現状について

草 津 　 進 議員

ワクチン接種の医師、看護師の確保は
残
り
の
一
年
何
を
優
先
し
、

次
に
つ
な
げ
る
か

津
南
町
の
教
育
水
準
向
上

に
つ
い
て

町政を問う!!
一般質問

継続は力なり（元気に遊ぶ子どもたち）

津南町議会だより
2021.7.20
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問 

町
内
希
望
者
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
目
途
が
つ
い
て
き
て
い
る
と
思

う
が
、
現
状
の
完
了
予
定
は
い
つ

か
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
経
済
再
生

に
向
け
て
の
一
つ
の
目
安
と
な
る

と
思
う
が
、
経
済
再
生
に
向
け
た

戦
略
は
考
え
て
い
る
か
。

町
長 

65
歳
以
上
は
７
月
末
で
完

了
予
定
。
64
歳
以
下
は
順
次
７
月

下
旬
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
完

了
を
目
指
す
。
消
費
喚
起
策
と
し

て
近
隣
に
類
を
見
な
い
規
模
で
の

補
助
を
補
正
予
算
で
計
上
し
た
。

次
に
体
質
強
靭
化
策
を
打
ち
出
し

て
い
く
。

問 

町
外
の
学
生
、
町
内
の
学
生
の

接
種
を
夏
休
み
中
に
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長 

町
内
外
の
学
生
に

は
、
夏
休
み
期
間
中
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
検
討
中
で
あ
る
。

問 

観
光
を
ど
う
取
り
戻
す
か
。

観
光
地
域
づ
く
り
課
長 

ま
だ
、
新

た
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
な
い
。

問 

今
季
は
雪
害
に
よ
る
山
林
の

倒
木
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
。
高

齢
化
が
進
み
、
美
し
い
森
林
を
行

政
の
介
入
な
し
に
維
持
す
る
の
は

限
界
が
あ
る
。
ど
う
対
処
し
た
ら

よ
い
か
。

町
長 

所
有
者
の
対
応
が
困
難
な

場
合
は
集
落
な
ど
の
処
理
や
、
多

面
的
機
能
支
払
制
度
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
を
活
用
し
て

整
備
の
検
討
を
願
い
た
い
。
森
林
環

境
譲
与
税
の
活
用
も
検
討
す
る
。

問 

５
年
前
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

誘
致
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
全
く
何
も
し

て
来
な
か
っ
た
。今
現
在
ど
の
様
な
状
況
か
。

町
長 

I
T
企
業
誘
致
の
マッ
チ
ン
グ
会

社
と
委
託
契
約
し
た
。
年
に
２
社
の
誘
致

を
計
画
し
て
い
る
。（
５
年
で
10
社
を
予
定
）

　
　
　

問 

町
の
活
性
化
、
ま
た
退
任
後
に

移
住
し
て
頂
く
為
に
も
、
初
め
か
ら

町
の
課
題
解
決
の
為
の
起
業
型
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
検
討
を
。

町
長 

今
ま
で
１
名
の
方
が
起
業
し
て
い

る
。
今
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
の
中
に

も
起
業
を
検
討
し
て
い
る
方
が
複
数
い
る
。

問 

観
光
業
の
振
興
・
津
南
型
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
、
ま
た
来
春
の
D
M
O

の
発
足
に
向
け
て
外
部
の
力
が
必
要
で

は
な
い
か
。

町
長 

観
光
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら

見
直
し
て
い
る
。
様
々
な
国
の
人
材

支
援
制
度
が
有
る
が
、
町
の
意
向
と

マッ
チ
す
れ
ば
導
入
を
考
え
て
い
く
。

問 

成
果
が
出
な
い
か
ら
と
婚
活
支
援

を
辞
め
て
か
ら
２
年
が
経
つ
。
新
し
い

婚
活
支
援
を
検
討
し
た
か
。
こ
れ
か
ら

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
婚
活
や
、
新
し
く

始
ま
っ
た「
移
住
婚
」の
受
け
入
れ
に
は

婚
活
専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
総
務
課
で
出
来
な
い

な
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
地
域
お
こ
し
協
力

隊
等
外
部
か
ら
採
用
し
て
頂
き
た
い
。

町
長 

婚
活
支
援
に
つ
い
て
検
討
は

し
て
い
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
地
域
起

こ
し
協
力
隊
は
婚
活
の
専
門
性
が

必
要
で
あ
る
。
移
住
婚
は
い
い
制

度
だ
と
は
思
う
が
結
婚
と
移
住
の

同
時
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
は
考
え
て
い
な
い
。

国の支援制度を積極的に活用するべき

経済再生にはワクチン接種

筒 井 秀 樹 議員

今年は、安心な忘年会を!!
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
経
済
再

生
に
向
け
た
出
口
戦
略
に
つ
い
て

雪
害
等
に
よ
る
町
内
の
倒
木
や
、

森
林
整
備
の
今
後
に
つ
い
て

「
地
域
活
性
化
企
業
人
」「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
起
用
は

一般質問

【移住婚とは？】
都市から地方に移住と
結婚の両方を希望する
独身者に結婚相手と移
住先を同時にサポート
する取り組みが「移住
婚」です。無料の婚活
支援協会のこの制度は
昨年から岐阜県で受け
入れが始まっていて、
既に70名の方が自治体
に紹介され、１組が成
婚されました。（20代・
30代の女性が９割を占
めています。）

久 保 田  等 議員

「
婚
活
」
支
援
は

「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
の
誘
致
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
起
業
の
予
定
は
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問 

流
域
治
水
関
連
法
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
有
識
者
、
住
民
を
交

え
た
協
議
会
設
置
を
要
請
す
る
。

町
長 

堤
防
整
備
の
た
め
の
協
議

会
設
置
は
可
能
。
住
民
の
意
向
を

最
優
先
に
県
と
協
議
し
た
い
。

問 

町
内
の
空
き
家
調
査
の
結
果

を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

町
長 

５
年
前
に
は
総
数
で
３
８
３

棟
あ
っ
た
。増
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

問 

空
き
家
等
対
策
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
、
法

定
協
議
会
を
設
置
し
、
利
活
用
を

含
め
て
検
討
す
べ
き
。

町
長 
空
き
家
の
利
活
用
と
い
う

面
で
、
庁
舎
内
の
若
手
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
検
討
し
て
い
る
。

問 

当
事
者
団
体
と
の
話
し
合
い

は
進
ん
で
い
る
か
。
改
築
、
入

所
者
も
当
事
者
の
意
見
を
聞
く

べ
き
。

町
長 

津
南
町
自
立
支
援
協
議
会

で
検
討
を
続
け
て
い
る
。
国
県
の

補
助
金
が
７
月
〜
８
月
に
は
は
っ
き

り
す
る
の
で
、
入
居
者
の
募
集
も

そ
の
後
に
事
業
者
か
ら
示
さ
れ
る
。

職場、家庭、車内でもコロナ対策

住民にやさしい津南町に

問 

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
さ
れ

た
か
た
と
、
個
人
の
事
情
や
副
反

応
を
心
配
し
接
種
を
断
念
さ
れ
た

か
た
、
年
齢
制
限
で
接
種
で
き
な

い
子
供
達
の
今
後
の
感
染
症
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
法

律
で
努
力
義
務
と
さ
れ
、
本
人
の

意
思
で
打
た
な
い
か
た
も
い
る
と
思

う
。
接
種
し
た
人
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
発
症
の
予
防
が
期

待
さ
れ
る
が
完
全
で
は
な
く
、
接
種

後
も
感
染
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

接
種
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
感
染
予

防
対
策
を
継
続
し
て
お
願
い
す
る
。

　

 

国
内
で
も
変
異
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
大
変
問
題
に
な
っ
て
い
る
が

町
で
は
変
異
株
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
。
町
内
へ
の
流
入
、

感
染
症
防
止
対
策
は
。

町
長 

変
異
ウ
イ
ル
ス
は
現
在
世

界
で
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。
異
な

る
複
数
の
種
類
が
あ
る
と
報
告
さ

れ
て
お
り
、
現
時
点
で
分
か
っ
て
い

る
特
徴
と
し
て
は
感
染
し
や
す
い
、

重
症
化
し
や
す
い
、
免
疫
力
や
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
を
低
下
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
今
後
変
異

ウ
イ
ル
ス
に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
と

の
情
報
も
あ
り
脅
威
を
感
じ
て
い

る
。
対
策
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
一
人

ひ
と
り
の
基

本
的
感
染

症
対
策
を

徹
底
し
て
い

く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て

い
る
。
町
と

し
て
の
感
染

症
対
策
も

継
続
す
る
。

ワクチン接種と変異株感染を問う
接
種
ま
た
は
断
念
さ
れ
た

か
た
の
感
染
症
対
策
は

足
滝
地
区
堤
防
問
題
で
、

連
絡
協
議
会
設
置
を

空
き
家
問
題
の

　

解
決
に
向
け
て

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
建
設
に
つ
い
て

変
異
ウ
イ
ル
ス
の
流
入
と

感
染
防
止
対
策
は

問

小木曽 茂子 議員

関 谷 一 男 議員

足滝地区３メートル堤防の丁張
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問 

コ
ロ
ナ
禍
で
米
需
要
が
減
少

し
、
米
価
下
落
が
続
い
て
い
る
。

菅
政
権
の
対
策
は
令
和
３
年
産
主

食
米
作
付
け
を
生
産
者
の
責
任
に

押
し
付
け
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

毎
年
７
７
万
ト
ン
の
ミ
ニ
マ
ム
ア

ク
セ
ス
米
を
輸
入
し
続
け
て
い
る

こ
と
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
国

内
産
米
優
先
の
米
政
策
に
転
換
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長 

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
は
飼

料
用
米
や
援
助
用
米
等
の
用
途
に

使
用
さ
れ
て
お
り
、
主
食
用
米
作

付
け
が
主
体
の
当
町
に
は
直
接
的

影
響
は
少
な
い
と
考
え
る
。
県
内

の
主
食
用
米
の
在
庫
状
況
は
近
年

に
な
い
水
準
で
増
加
し
、
一
層
の

価
格
下
落
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

津
南
産
米
は
一
定
の
評
価
を
頂
い

て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
勝
ち
残

り
に
向
け
需
要
に
応
じ
た
米
作
り

を
基
本
に
、
高
品
質
、
良
食
米
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
考

え
て
い
る
。

問 

個
別
所
得
補
償
制
度
を
復
活

す
べ
き
と
思
う
が
考
え
は
。

町
長 

農
業
者
の
所
得
確
保
に
向

け
国
県
に
よ
る
支
援
措
置
活
用
に

加
え
、
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
に
よ
る

コ
ス
ト
低
減
、
収
入
保
険
制
度
加

入
を
推
進
し
て
い
く
。

問 

農
業
の
担
い
手
確
保
の
た
め

に
中
小
農
家
に
も
農
機
具
の
購
入

に
補
助
金
制
度
を
創
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長 

中
小
規
模
農
家
の
機
械
補

助
に
つ
い
て
は
、
集
落
内
で
の
話
し

合
い
等
に
よ
り
組
織
化
や
機
械
の

共
同
利
用
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

飲
食
店
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
を
自
治
体
な
ど
が
確
認

し
、「
お
墨
付
き
」
を
与
え
る
認

証
制
度
（
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・

ゾ
ー
ン
認
証
）
を
、
40
都
道
府
県

が
導
入
あ
る
い
は
導
入
を
計
画
し

て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
新

潟
県
の
進
捗
状
況
、
見
通
し
は
。

町
長 

県
の
認
証
制
度
は
６
月
11

日
よ
り
申
請
受
付
が
始
ま
り
応
募

期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で
、
現
在
、

各
飲
食
店
等
に
情
報
提
供
の
準
備

を
行
っ
て
い
る
。

問 

認
証
取
得
に
必
要
な
設
備
や

改
修
に
つ
い
て
は
県
の
補
助
も
あ

る
が
、
売
上
が
激
減
し
て
い
る
中
、

ま
た
コ
ロ
ナ
終
息
後
に
は
不
要
に

な
る
物
に
投
資
を
す
る
こ
と
は
事

業
所
に
と
っ
て
は
厳
し
い
。
町
独

自
に
上
乗
せ
支
援
で
き
な
い
か
。

町
長 

今
議
会
の
補
正
予
算
で
、

県
の
感
染
症
対
策
認
証
制
度
を
推

進
す
る
た
め
、
設
備
導
入
支
援
事

業
と
し
て
、
自
己
負
担
額
の
一
部

を
支
援
す
る
。

問 

津
南
町
飲
食
店
等
経
営
安
定

化
支
援
事
業
給
付
金
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
令
和
２
年
の
事
業
収
入

が
令
和
元
年
と
比
較
し
50
万
円
以

上
減
少
し
た
飲
食
店
、
宿
泊
業
、

食
材
酒
卸
売
業
等
が
対
象
に
な
っ

て
い
る
が
、
所
得
に
対
し
て
の
方

が
公
平
で
は
な
い
か
。

町
長 
所
得
の
場
合
は
設
備
投
資

な
ど
他
要
因
の
影
響
が
出
る
こ
と

ま
た
収
入
の
方
が
補
助
事
業
成
果

を
容
易
に
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら

適
切
と
考
え
て
い
る
。

観光業、飲食店関係の支援について

「にいがた安心なお店応援プロジェク
ト」認証制度。ニュー・グリーンピア津
南は6月24日に認証された。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
店

「
認
証
」
に
つ
い
て

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
は

廃
止
せ
よ

米価下落の危機打開を

米作って飯食えねぇ

恩 田 　 稔 議員

桑 原 義 信 議員

津南町議会だより
2021.7.20

07

Tsunan-machi　Gikai Dayori 　町政を問う! Tsunan-machi　Gikai Dayori 　町政を問う!

Tsunan－machi
Gikai  Dayori　

臨
時
議
会
・
補
正
予
算

６
月
議
会
採
決
結
果

請
願
・
討
論

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問
～
町
政
を
問
う

一般質問

一
般
質
問
～
町
政
を
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問 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

予
約
ト
ラ
ブ
ル
で
苦
情
の
声
を
多

く
聞
い
た
。
町
の
ト
ッ
プ
と
し
て

責
任
を
感
じ
て
い
る
か
。

町
長 

迅
速
な
接
種
推
進
が
求
め

ら
れ
、
当
町
に
お
け
る
一
大
事
業

と
な
っ
た
。
４
月
８
日
の
予
約
ト
ラ
ブ

ル
、
電
話
と
ネ
ッ
ト
の
開
始
時
間
の

ズ
レ
に
つ
い
て
事
務
的
な
ミ
ス
に
よ
る

も
の
で
ご
負
担
ご
心
労
を
お
か
け
し
、

町
長
と
し
て
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

問 

単
純
に
「
事
務
的
ミ
ス
」
で
済

む
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
ネ
ッ
ト

や
電
話
で
な
く
日
時
指
定
な
ど
選

択
肢
は
考
え
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、

広
報
無
線
で
課
長
が
謝
罪
し
た
。

な
ぜ
町
長
が
し
な
か
っ
た
か
。

町
長 

割
り
当
て
制
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
。
混
乱
を
招
き
大
変
申
し

訳
な
い
。
課
長
に
も
心
労
を
か
け
た
。

問 

大
規
模
な
会
場
で
接
種
が
始
ま
っ

て
い
る
が
、
若
者（
学
生
も
含
む
）へ
の

接
種
券
の
発
送
は
い
つ
頃
に
な
る
か
。

福
祉
保
健
課
長 

７
月
に
は
届
く
よ

う
に
し
た
い
。

問 

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
増
築
後

に
職
員
配
置
減
が
示
さ
れ
て
い
る
。

朝
の
登
園
時
、
玄
関
先
に
園
児
出

迎
え
職
員
が
い
な
い
場
面
が
生
じ

な
い
か
不
安
で
あ
る
。
現
状
体
制

を
含
め
て
伺
う
。

教
育
長 

早
朝
保
育
で
は
現
在
、
ひ

ま
わ
り
保
育
園
の
希
望
園
児
は
、

３９
名
程
度
。
職
員
体
制
は
、
朝
７

時
30
分
か
ら
正
職
員
２
名
と
任
用

職
員
１
名
計
３
名
で
対
応
し
て
い

る
。
内
２
名
は
保
育
室
で
園
児
を

私
の
思
慮
に
つい
て
お
詫
び
申
し
上
げ

る
。
今
回
を
教
訓
に
よ
り
適
切
に
準

備
し
、
更
な
る
注
意
を
払
って
い
く
。

問 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

町
長 

65
歳
以
上
の
ほ
と
ん
ど
の
方
は

７
月
中
に
２
回
目
の
接
種
を
完
了
す

る
予
定
。
64
歳
以
下
の
方
への
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
見
な
が
ら
今
後
の
日
程
や

予
約
方
法
を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

　
問 

厚
労
省
は
、
来
年
度
か
ら
国
保

加
入
家
庭
の
小
学
校
入
学
前
の
子

供
の
保
険
料
を
半
額
助
成
す
る
。

こ
れ
を
契
機
に
町
も
独
自
に
支
援

し
、
対
象
者
と
軽
減
額
の
拡
大
を

国
に
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。　

町
長 

導
入
は
難
し
い
。
国
の
支

援
は
不
十
分
だ
。
国
に
対
し
年
齢

拡
大
と
軽
減
に
伴
う
財
政
負
担
を

強
く
求
め
て
い
き
た
い
。

見
守
り
、
１
名
が
玄
関
対
応
し
て
い

る
。
ひ
ま
わ
り
、
北
部
、
こ
ば
と
３

保
育
園
が
統
合
後
の
早
朝
利
用
者

は
、
80
名
程
度
と
な
り
職
員
体
制

は
、
倍
近
い
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

出
迎
え
職
員
が
い
な
い
こ
と
が
な
い

よ
う
に
し
た
い
。

問 

冬
期
間
の
集
落
内
や
中
小
企
業
者

駐
車
場
確
保
の
た
め
の
雪
捨
て
場
は
、

道
路
除
雪
と
共
に
重
要
課
題
。
雪
捨

て
場
を
確
保
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長 

冬
期
除
雪
事
業
は
町
民
の

日
常
生
活
や
地
域
経
済
を
維
持
す

る
た
め
に
重
要
な
施
策
。
そ
の
中

で
雪
捨
て
場
の
確
保
は
重
要
課
題

で
あ
る
が
、
排
雪
場
で
の
重
機
に

よ
る
雪
押
し
作
業
な
ど
危
険
が
伴

う
。
安
全
管
理
確
保
が
出
来
な
い

状
況
と
な
る
の
で
指
定
は
難
し
い
。

道
路
管
理
者
間
で
連
携
を
図
り
な

が
ら
課
題
に
取
り
組
み
た
い
。

事
務
的
ミ
ス
で
済
む
事
で
は
な
い

ワクチン接種予約 混乱の責任は

国
保
料
の
子
ど
も
の

均
等
割
負
担
軽
減
を

若
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
は

雪
捨
て
場
確
保
は
重
要
課
題
だ

朝
園
児
の
玄
関
先
出
迎
え

職
員
不
在
が
不
安
だ

朝園児出迎え職員の増は

ワクチン接種会場

庁舎３階に設置した
ワクチン接種対応室

桒 原 洋 子 議員

村 山 道 明 議員

津南町議会だより
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問 

３
月
末
に
報
告
を
受
け
た
実
施
設
計

で
、建
設
工
事
予
算
額
は
い
く
ら
に
な
っ
た
か
。

教
育
長 

入
札
に
影
響
す
る
の
で
公

表
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問 

３
月
議
会
で
課
題
と
し
た
ま
ま
進

め
て
い
る
①
通
園
道
路（
中
央
線
）の
改

良
、
②
わ
か
ば
保
育
園
・
上
郷
保
育
園

の
統
合
時
期
、
③
そ
れ
に
伴
う
定
員

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
ど
う
す
る
か
。

建
設
課
長 

中
央
線
の
側
溝
に
は
蓋

を
し
、
各
玄
関
先
は
冬
季
間
グ
レ
ー

チ
ン
グ
を
開
閉
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

教
育
長 

令
和
５
年
度
に
は
３
園
が

統
合
し
、
わ
か
ば
・
上
郷
の
各
保
育

園
は
そ
の
後
検
討
す
る
。
定
員
に
つ

い
て
は
、
２
５
０
人
と
考
え
て
い
る
。

  　

 

３
月
末
に
示
さ
れ
た
県
の
回
答

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
回

答
を
受
け
て
町
は
何
を
す
る
か
。

町
長 

県
は
、存
続
に
向
け
て
、「
志

願
者
数
の
増
加
策
と
し
て
、
特
色

化
・
魅
力
化
が
必
要
。
今
後
地
元

自
治
体
と
協
議
し
て
い
く
」
と
し
、

そ
の
結
果
に
よ
り
、
令
和
５
年
度

に
再
度
検
討
す
る
。

　

町
は
、
十
日
町
市
長
・
南
魚
沼

市
長
と
懇
談
し
、
実
績
を
上
げ
て

い
る
学
校
で
あ
り
、
小
学
生
が
自

己
実
現
に
向
け
て
の
進
路
選
択
が

で
き
る
学
校
で
あ
る
こ
と
、
存
続

を
の
ぞ
む
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

問 
町
外
の
高
校
へ
通
っ
て
い
る
高

校
生
へ
の
助
成
は
検
討
し
た
か
。

町
長 

津
南
中
等
教
育
学
校
へ
通

っ
て
い
る
前
期
課
程
生
徒
へ
の
支
援

は
、
地
域
の
発
展
、
学
校
の
存
続

に
向
け
た
支
援
で
あ
り
、
町
外
の

高
校
へ
通
っ
て
い
る
津
南
町
の
高
校

生
へ
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

保
育
園
実
施
設
計
の

最
終
予
算
額
は

町内の高校生への支援は考えているか
中
等
教
育
学
校
の
存
続
を

問

津
南
町
議
会
議
場
に
国
旗
の
掲
揚
を
求
め
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　  

請
願
団
体
名
「
日
本
会
議
・
新
潟
県
本
部
」

　

議
場
に
国
旗
の
掲
揚
を
求
め
る
請
願

に
反
対
す
る
。
理
由
の
第
一
は
、
議
場

は
町
民
の
為
に
様
々
な
立
場
か
ら
意
見

を
交
わ
し
、
自
由
に
中
立
公
正
に
議
論

す
る
場
で
あ
り
、
様
々
な
意
見
の
あ
る

「
国
旗
」
掲
揚
を
押
し
付
け
る
べ
き
で
な

い
。
国
旗
の
役
割
は
国
が
公
の
場
で
国

を
表
す
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
使
い
、
義
務

づ
け
た
り
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
二
に「
日
の
丸
」
は
太
平
洋
戦
争
中
、

侵
略
戦
争
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
侵
略

の
旗
印
と
し
て
使
わ
れ
た
。
国
民
の
中

に
は
拒
絶
反
応
を
持
つ
人
た
ち
が
多
数

い
て
、
現
在
で
も
国
民
的
合
意
が
あ
る

と
は
と
て
も
言
え
な
い
。
私
の
父
も
戦

争
に
駆
り
出
さ
れ
、
昭
和
24
年
や
っ
と

の
思
い
で
帰
っ
て
き
た
が
、
日
の
丸
の

も
と
青
春
を
棒
に
ふ
っ
た
苦
い
思
い
を

戦
後
ず
っ
と
引
き
ず
っ
て
き
た
。
侵
略

さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
国
々
に
と
っ
て
日
の

丸
は
今
で
も
野
蛮
な
日
本
軍
国
主
義
の

記
憶
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
は
侵
略
戦
争
の
反
省
か
ら
当

時
の
旗
を
国
旗
と
し
て
い
な
い
。
ど
ん

な
国
旗
が
今
の
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
か

意
見
や
知
恵
を
出
し
合
う
時
と
思
う
。

　

津
南
町
議
会
議
員
は
、
津
南
町
の
有
権

者
の
総
意
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
役
割
は
津
南
町
民
の
生
活
の
質
を
高

め
、
文
化
自
然
を
守
り
、
安
全
安
心
な
持

続
可
能
な
暮
ら
し
を
作
り
出
す
こ
と
だ
。

も
し
、
議
場
に
旗
を
掲
げ
る
必
要
が
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
日
の
丸
で
は
な
く
、

津
南
町
の
旗
で
あ
る
べ
き
と
思
う
。
町
民

の
幸
せ
を
願
う
心
を
忘
れ
な
い
と
い
う
意

味
に
お
い
て
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
国
の
こ

と
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
つ
も
り
は
毛
頭

な
い
が
、
過
去
、
現
在
、
未
来
に
わ
た
っ
て
、

国
の
利
害
と
町
の
利
害
が
対
立
す
る
こ
と

も
充
分
あ
り
得
る
。「
地
方
自
治
」は
基
本
的

に
は
住
民
自
治
の
要
で
あ
り
、
そ
の
原
理

は「
国
と
の
別
人
格
の
統
治
団
体
が
公
共
事

務
を
行
う
と
い
う
手
段
を
要
請
す
る
」こ

れ
が
地
方
自
治
の
本
旨
と
さ
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
が
住
民
の
代
表
と
し

て
、
地
方
自
治
体
の
様
々
な
決
定
に
か
か

わ
る
と
き
、
国
全
体
の
こ
と
、
あ
る
い
は

世
界
全
体
の
こ
と
、
子
供
た
ち
の
未
来
に

か
か
わ
る
こ
と
ま
で
考
え
を
及
ぼ
す
必
要

が
あ
る
。
も
し
、
津
南
町
議
会
が
掲
揚
す

る
と
し
た
ら
、
津
南
町
の
旗
か
、
あ
る
い

は
ど
う
し
て
も
と
い
う
な
ら
万
国
旗
を
議

場
に
張
り
巡
ら
せ
る
こ
と
が
、
今
の
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
と
私
は
思
う
。

反
対
討
論

桑
原　

義
信

反
対
討
論
小
木
曽 

茂
子

請
願
・
討
論

賛
成
多
数
で
採
択

自然を取り戻したい建設予定地

石 田 タマヱ 議員

津南町議会だより
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①
病
院
通
り
の
３
か
所
の
電
柱
移

設
を
。
保
育
園
送
迎
、
患
者

の
往
来
と
も
危
険
。

　

回
答…

地
権
者
と
の
話
し
合
い
が

進
ま
ず
、
１
か
所
の
み
移
設
中
。

②
使
用
で
き
な
い
避
難
所
の
代
替

案
は
。

　

回
答…

工
事
中
、
耐
震
性
の
不

足
、
土
砂
災
害
の
恐
れ
等
で
計

１1
ヵ
所
が
不
適
当
と
さ
れ
て
い

る
。
地
域
か
ら
対
策
を
町
に
要

望
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

①
あ
い
さ
つ
運
動
、
ラ
ジ
オ
体
操
な

ど
に
議
員
は
参
加
し
て
い
る
か
。

　

回
答 

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
、

積
極
的
参
加
は
で
き
な
か
っ
た
。

①
交
通
対
策
に
つ
い
て
、
新
し
い

仕
組
み
を
周
知
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

 

公
共
交
通
網
に
つ
い
て「
津

南
地
域
公
共
交
通
協
議
会
」
で

Ｒ
４
年
度
ま
で
検
討
中
。
意
見

を
寄
せ
て
ほ
し
い
。

①
と
り
わ
け
冬
季
の
交
通
安
全
に

つ
い
て
、
空
き
家
等
の
管
理
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

 

通
学
路
に
つ
い
て
は
年
１

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

Com
m

ission R
eport

　

６
月
22
日 
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の

た
め
延
び
延
び
に
な
っ
て
い
た
民

生
児
童
委
員
会
と
の
懇
談
会
が
も

た
れ
た
。
事
前
に
４
部
会
か
ら
出

さ
れ
た
質
問
に
答
え
、加
え
て
様
々

な
問
題
提
起
も
受
け
ま
し
た
。

地
域
福
祉
部
会
よ
り

児
童
青
少
年
福
祉
部
会
よ
り

障
が
い
者
福
祉
部
会
よ
り

高
齢
者
部
会
よ
り

総
文
福
祉
常
任
委
員
会

回
関
係
者
が
集
ま
り
、
確
認
の

会
議
を
開
い
て
い
る
。
空
き
家
に

つ
い
て
は
住
民
か
ら
の
通
報
に
よ

り
、
管
理
者
に
要
請
す
る
手
は

ず
に
な
っ
て
い
る
。

②
集
落
で
高
齢
者
住
宅
等
の
除
雪

支
援
の
た
め
の
除
雪
機
の
レ
ン

タ
ル
は
で
き
な
い
か
。

　

回
答 

除
雪
機
取
得
に
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
し
て

２
５
０
万
円
を
上
限
の
支
援
が

あ
る
。
レ
ン
タ
ル
可
能
な
支
援

を
要
望
し
て
い
く
。

③
冬
季
保
安
要
員
の
確
保
を
。

　

回
答 
「
30
世
帯
未
満
の
集
落
」

「
高
齢
化
率
50
％
以
上
の
集
落
」

「
集
落
内
未
除
雪
区
間
が
１
㎞

以
上
」
の
う
ち
２
つ
の
要
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
る
。
該
当
す

る
集
落
に
は
意
向
確
認
を
行
っ
て

い
る
。
制
度
を
充
実
さ
せ
た
い
。

②
停
電
や
断
水
な
ど
の
時
、
町
は

き
ち
ん
と
理
由
と
経
過
を
知
ら

せ
て
ほ
し
い
。

　

回
答 

不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

情
報
提
供
の
手
段
を
再
考
す
る

必
要
が
あ
る
。

③
高
齢
化
、
災
害
激
甚
化
の
昨

今
、
県
災
害
救
助
条
例
、
国

の
災
害
救
助
法
の
見
直
し
を
。

　

回
答 

積
雪
計
測
地
の
変
更
は
で

き
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
町
対
策

本
部
は
積
雪
２
８
１
㎝
、
県
条

例
は
３
３
７
㎝
、
国
の
救
助
法
は

３
６
５
㎝
で
昨
冬
の
よ
う
な
激
烈

な
降
雪
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。

国
へ
の
要
望
を
強
め
て
い
く
。

◆
と　

き　

４
月
26
日
㈪

◆
内　

容　

①
県
農
林
水
産
総
合
振
興
事
業

　

株
式
会
社
桔
梗
屋
（
岡
）

　

代
表
阿
部
正
樹
氏　

　

正
規
雇
用
３
名
、
パ
ー
ト
５
名

　

キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
機
１
，０
４
９
万
円

（
県
町
補
助
４
１
３
万
円
）

　

鉄
骨
造
集
出
荷
施
設
１
８
８
㎡

２
，９
９
７
万
円
（
県
町
補
助
１
，

６
３
５
万
円
）

　
　

苗
場
山
麓
第
一
地
区
に
お
い
て

キ
ャ
ベ
ツ
、

ス
イ
ー
ト
コ

ー
ン
、
ズ
ッ

キ
ー
ニ
、
に

ん

じ

ん
、

加
工
ト
マ

ト
を
栽
培
、

水
稲
と
の

複
合
経
営
、

ま
た
冬
季

令
和
２
年
度 

事
業
の
成
果
巡
視

産
業
建
設
常
任
委
員
会

回
答

回
答

②
小
学
校
統
合
の
今
後
の
予
定
は
。

　

回
答 

Ｈ
20
小
中
学
校
適
正
検

討
委
員
会
が
町
へ
と
答
申
し
、

そ
れ
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。
地
域
と
の
か
か
わ
り
、
少

子
化
対
策
、
様
々
な
問
題
を
加

味
し
、
検
討
し
て
い
く
。

民生児童委員との懇談会
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⑤
宮
野
原
亀
岡
線
改
良
舗
装
工
事

　
　

事
業
費
１
，
１
０
５
万
円
、

延
長
24
ｍ
、
斜
角
門
型
カ
ル
バ
ー

ト
２
基
伏
設

⑥
菖
蒲
原
線
（
大
割
野
地
内
）

消
雪
パ
イ
プ
敷
設
替
工
事

　
　

事
業
費
６
５
６
万
円
、
延
長
80
ｍ

巡
視
を
終
え
て

　

近
年
農
業
生
産
法
人
の
設
立

が
続
い
て
い
る
。
担
い
手
と
し
て
の

大
規
模
化
、
複
合
化
に
よ
る
経
営

の
安
定
と
冬
季
作
物
の
栽
培
に
よ

る
通
年
型
農
業
の
実
現
に
期
待
す

る
。
反
里
口
頭
首
工
は
大
き
な
ブ

ロ
ッ
ク
が
整
然
と
並
び
見
映
え
が

良
い
。
ま
た
町
道
等
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
つ
い
て
は
限
ら
れ
た
予
算
で
あ

る
が
少
し
ず
つ
進
め
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
。

品
目
と
し
て
ウ
ル
イ
、
チ
コ
リ
を

試
作
す
る
な
ど
新
し
い
営
農
を

模
索
す
る
。

②
反
里
口
頭
首
工
災
害
復
旧
工
事

　
　

事
業
費
８
，
８
６
２
万
円
（
国

庫
補
助
８
，
５
３
４
万
円
）

　
　

台
風
被
害
の
復
旧
、
護
床
ブ
ロ

ッ
ク
伏
せ
替
え
大
規
模
工
事
護
床

平
面
型
ブ
ロ
ッ
ク
、
す
り
付
け
工

長
方
形
ブ
ロ
ッ
ク
、
計
２
７
８
個
を

伏
設

③
割
野
・
巻
下
台
風
災
害
田
・
畑

復
旧
工
事

　
　

事
業
費
２
，
０
８
９
万
円
、

掘
削
及
び
整
地
耕
作
前
完
了

④
中
深
見
堂
平
線
町
道
改
良
舗
装
工
事

　
　

事
業
費
１
，
５
１
６
万
円
、

延
長
40
ｍ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日

本
で
発
覚
し
て
か
ら
１
年
６
カ
月
余
り

が
経
過
致
し
ま
し
た
が
、現
在
も
な
お
、

大
都
市
で
は
、
医
療
現
場
が
ひっ
迫
し

緊
急
事
態
宣
言
延
長
や
ま
ん
延
防
止

対
策
が
発
令
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
政
府
で
は
飲
食
店
関
係

の
営
業
の
時
間
短
縮
等
を
要
請
し
、

ま
た
人
流
を
抑
え
る
意
味
で
イ
ベン
ト

等
の
開
催
や
参
加
の
自
粛
を
要
請
、

国
民
も
必
要
最
小
限
度
の
行
動
に
留

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

津
南
町
に
お
い
て
も
万
全
の
対
策

を
講
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け

感
染
者
が
多
く
発
生
致
し
ま
し
た
。

　

津
南
町
議
会
で
は
各
議
員
か
ら

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
対
策
と
し
て
、

多
く
の
提
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
予
算
枠
の
あ
る
中
右
記
4
項

目
に
絞
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
要
望

　

津
南
町
議
会
よ
り
議
長
名
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
大

き
く
４
項
目
の
対
策
に
つ
い
て
去
る
７
月
16
日
、
町
長
あ
て
に
要
望
書
を
提
出

い
た
し
ま
し
た
。

要
望
書
の
概
要

１２３４
感
染
防
止
及
び
衛
生
面
で
の

対
策
支
援
事
業

P
C
R
検
査
の
拡
充
と
検
査
キ
ッ

ト
購
入
補
助
を
計
画
す
る
こ
と
。

小
規
模
事
業
者
へ
の

経
済
支
援
事
業

賃
借
家
賃
の
補
助
、
食
事
券
の

発
行
を
盛
り
込
む
こ
と
。

家
計
負
担
の
支
援
策

ひ
と
り
親
家
庭
の
ア
パ
ー
ト
代
の

補
助
を
盛
り
込
む
こ
と
。

子
育
て
支
援
の
拡
充

津
南
町
を
離
れ
た
大
学
生
、
専
門
学

校
生
への
生
活
支
援
を
行
う
こ
と
。

　

こ
の
様
な
状
況
下
の
中
、
津
南
町
民

も
経
済
面
や
生
活
面
で
困
窮
し
て
い
る

事
業
者
や
世
帯
が
多
く
あ
り
、
町
独

自
の
さ
ら
な
る
支
援
策
の
拡
充
に
努
め

る
よ
う
、
津
南
町
議
会
よ
り
下
記
の
と

お
り
要
望
致
し
ま
す
。

医療従事者として接種を受ける林院長
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コ
ロ
ナ
禍
で
、
ひ
ま
わ
り
広
場

が
中
止
と
な
り
「
さ
み
し
い
」
と
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
一
人
が
長

坂
に
穴
を
掘
り
、
ひ
ま
わ
り
の
種

を
ま
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
地
域
支
援
員
の
一
人
は
、
毎
日

早
朝
か
ら
ア
ス
パ
ラ
の
盗
難
を
防

ぐ
た
め
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
鳥
獣
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
猟
銃

免
許
を
取
得
し
た
人
も
い
ま
す
。

　
彼
ら
の
活
躍
は
、
町
民
の
心
を

暖
め
、
元
気
を
与
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
‼

ホームページ　http://www.town.tsunan.niigata.jp/site/gikai/　　電子メール　gikai@town.tsunan.niigata.jp

Q　町への要望は?
　自分たちも農業で頑張っているので、
支援を幅広く用途に沿ってお願いしま
す。町もネット販売などに力を入れてお
り、津南産として作物に力と知名度が上
がっているが、注文に対し足りないこと
があり、もっと生産量を増やさないとい
けないと思います。
Q　将来の夢は?
　アスパラ畑をもう少し広げていきた
い。コロナが終息したら、実家の沖縄に
家族で行きたい。約２年も帰ってないか
ら、と幸美さん。

♦自己紹介
中村　勝さん（42才）：堂平
妻　幸美さん（39才）：沖縄県出身
子ども：小学生と中学生の2人
　横浜で働いていた美容室が一緒で、
平成18年11月に結婚、20年に津南に
引っ越して来て12年になりました。
Q　お仕事は?
　実家の農業を継ぐため帰って来て、水
田５ヘクタール、アスパラ畑50アールを
作っています。加工トマトも作っていたけ
ど大変でやめました。
　アスパラも畑が弱ると尾を引くのでそ
ろそろ収穫をやめ、来年に向けて頑張り
ます。11月から年末にかけてモチの製
造、販売もするため忙しいです。
Q　お二人の趣味は?
勝さん：音楽鑑賞かな？
幸美さん：小物類作りや編み物、カラオケ

中村　勝さん （堂平）
　アスパラ生産農家で、冬はお餅の製造、販売に
頑張っている堂平のご夫婦にお会いして来ました。

アスパラ畑広げたい

インタビューの感想
　色々苦労もあると思いますが、楽
しく農業を営んでいる明るくて素敵
なご夫婦でした！ありがとうござい
ました。

ひまわりの世話を続ける南雲さん

議
会

だ
よ

り
 つ
な
ん
ま
ち
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風
巻
光
明
・
桒
原
洋
子
・
関
谷
一
男
・
久
保
田
等
・
小
木
曽
茂
子
・
滝
沢
元
一
郞

編
集
後
記

町民登場
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2021
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